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研究成果の概要（和文）：稲作随伴雑草が本当に稲作の伝播とともに日本に侵入し、拡散したのかという雑草学におけ
る根本的問題の解明を目指し、タイヌビエを日本各地から収集するともに、その地理的変異を分析した。692系統のタ
イヌビエを収集した。タイヌビエの小穂形状と葉緑体DNA変異には日本国内で地理的傾向変異があり、タイヌビエが人
為的に拡散した可能性を示唆する結果を得た。近畿地方や福岡県は日本において最初に水田稲作が拡がった中心的な地
域であるが、それらの地域では小穂C型や葉緑体1型の頻度が極めて高かった。タイヌビエの日本への侵入拡散と水田稲
作の伝播との関連性を推定していく上で注目される変異であることを確認した。

研究成果の概要（英文）：Some Japanese paddy weeds are assumed to be migrated to Japan associated with the 
propagation of rice cultivation. In order to verify this assumption, migration route of Echinochloa oryzic
ola to Japan were analyzed based on its geographical distribution pattern of spikelet forms and cpDNA vari
ations. In this research, 692 accessions of E. oryzicola were newly collected. Geographical distribution p
atterns of the spikelet forms and the cpDNA variations display a geographical trend. For example, E. oryzi
cola with C spikelet form and haplotype 1 (cpDNA) is predominantly distributed in the southwest parts of J
apan where the paddy-rice cultivation were firstly introduced and dispersed. These two variations are nota
ble to analyze the migration route of E. oryzicola to Japan.
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１．研究開始当初の背景 

日本の水田雑草には、稲作の伝播・拡散

とともに拡がったとされる草種がある。そ

れらは、稲作随伴雑草といわれ、タイヌビ

エ、ヒメタイヌビエ、タウコギ、コナギな

ど 80 種が相当する。今日でも水田の問題

雑草であり、農生態系における重要な構成

種である。雑草学では防除を目的とした研

究が主流であり、問題雑草の除草剤への感

受性や種子の休眠性に関する研究は多い。

一方で防除に直接関係がないため、日本に

おける雑草の誕生や多様化の歴史を解明し

ようとする試みは希薄である。そのため、

現在でも稲作随伴雑草が稲作に付随して本

当に日本へ侵入・拡散したのかという疑問

への科学的な答えはない。 

植物の侵入や拡散ルートは、対象種を多

地点・広域から収集し、さらに、その地理

的変異や遺伝的類縁性を解析することによ

って推定される。タイヌビエは、イネへの

強い擬態性を示すので典型的な稲作随伴雑

草とされ、日本、韓国、中国、インドネシ

ア、フィリピンなどの東アジア広域に分布

する（藪野 1996）。タイヌビエの地理的変

異は、ＦおよびＣタイプに分けられる小穂

の形状によって調べられ、Ｃタイプは東北

の太平洋側や近畿地方での頻度が高く、自

然散布よりも人為的な散布を疑わせる特異

的な分布を示す(藪野 1996)。しかし、タイ

ヌビエの日本への侵入・拡散ルートを推定

するには至っていない。アイソザイムや

DNAを用いた解析も試みられているが、十

分な結果は得られていない（中山・山口

1999、Yasuda et al. 2002、Yamaguchi et 

al.2005、Aoki and Yamaguchi 2008、2009）。 

葉緑体ゲノムの非コード領域のシークエ

ンス分析は、植物の地理的変異や遺伝的類

縁性の解明に利用されてきた。申請者も当

分析によってタイヌビエの遺伝的類縁性を

明らかにすることを試みたが、変異を全く

検出できなかった（Yamaguchi et al. 2005）。

しかし、申請者が同じイネ科雑草であるチ

ガヤを研究した時には800bpにつき1の割

合で変異を検出できており（保田・芝山 

2003b）、タイヌビエで変異が検出できなか

ったのは解読量が 1450bp と短かったため

であると認識した。変異の検出能力の高い

マイクロサテライトや AFLPなどの手法の

採用も考えられるが、タイヌビエは 4倍体

であり、核ゲノムを分析対象とすると分析

手順が複雑化して、研究がスムーズに進ま

なくなる恐れがある。 

 

２．研究の目的 

タイヌビエの地理的遺伝変異を分析する

ことによって、稲作随伴雑草タイヌビエが

本当に稲作の伝播とともに日本に侵入し、

拡散したのかという雑草学における根本的

問題の解明を目指す。 

 

３．研究の方法 

 本研究では 1）タイヌビエの未収集地点

より種子を収集し、材料を集める。2）葉

緑体非コード領域用のプライマー（保田・

芝山 2006）の DNA 増幅能力を確認する。

3）シークエンス分析によって葉緑体非コ

ード領域 7000bp を解読し、変異を検出す

る。4）SNPS 法による変異検出方法を開

発する。5）SNPS 法でタイヌビエの変異

構造を分析し、地理的遺伝変異を明らかに

する。そして、得られた結果から、6)タイ

ヌビエの日本への侵入・拡散経路について

考察する。 

 

４．研究成果 

 タイヌビエを日本全国で収集し、平成

25年末時点で692系統を保存した。F型と

C型といわれる小穂形状の変異の地理的

傾向を調査した。F型は東北日本に多く、

C型は西南日本に多い。さらに、C型の頻



度は近畿地方や福岡県において極めて高

いことを明らかにした。葉緑体ゲノムの

複数の非コード領域を対象にシークエン

ス分析（約7000bp）を行い、日本国内お

よび近隣諸国におけるタイヌビエ（29系

統）の遺伝的類縁性を明らかにした。さ

らに、得られた変異をSNPS 法で検出す

る方法を開発し、日本国内でのタイヌビ

エの地理的変異を分析した。東北北部地

域には3型が多く、日本海地域には2型が

多く、近畿や九州地方では1型が多いよう

に、葉緑体DNA変異に地理的傾向がある

ことを明らかにした。 

近畿地方や福岡県は日本において最初

に水田稲作が拡がった中心的な地域であ

るが、それらの地域では小穂C型や葉緑体

1型の出現頻度が極めて高かくなってい

た。この小穂形状や葉緑体DNA変異は、

タイヌビエの日本への侵入拡散と水田稲

作の伝播との関連性を推定していく上で

注目されることを確認した。 
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